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女
と
も
に
低
下
、
平
均
で
55
・
21

％
と
前
回
を
７
・
45
ポ
イ
ン
ト
下

回
り
ま
し
た
。
県
平
均
は
前
回
を

９
・
61
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
52
・
30

％
で
し
た
。

一
方
で
、
期
日
前
投
票
者
は
男

女
合
わ
せ
て
１
１
６
６
人
で
、
前

回
よ
り
１
３
４
人
増
え
ま
し
た
。

投
票
者
の
16
・
23
％
、
お
よ
そ
６

人
に
１
人
が
期
日
前
に
投
票
を
済

ま
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

選
挙
区
開
票
結
果
や
投
票
状
況

は
表
の
通
り
で
す
。

第
23
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
７
月
４
日
公
示
、
21
日
投
票
、

即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。
嘉
島
町

は
４
カ
所
の
投
票
所
が
設
け
ら
れ
、

開
票
は
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
公
示
翌
日
の
７
月
５
日
か

ら
投
票
日
前
日
の
20
日
ま
で
は
、

町
役
場
内
に
期
日
前
投
票
所
も
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

町
内
の
有
権
者
は
人
口
増
加
に

伴
い
、
平
成
22

(

２
０
１
０)

年

７
月
11
日
の
前
回
選
挙
か
ら
１
９

２
人
増
え
ま
し
た
。
投
票
率
は
男

第23回参議院議員通常選挙

役場内に設けられた期日前投票所

嘉島町投票率55.21％
(選挙区)

前回を７ 強下回る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
荒
木
町
長

町内パレードの出発式

第23回参議院議員選挙熊本選挙区開票結果と嘉島町関係分
平成25(2013)年７月21日投開票

届出
番号 候補者名 政党名 得票総数 嘉島町得票数

１ 守田 隆志 幸福実現党 12,944 57

２ 松野 信夫 民 主 党 221,553 833

３ 馬場 成志 自由民主党 450,617 2,748

４ 山本 伸裕 日本共産党 58,982 208

○嘉島町投票状況

男 女 計

選挙当日有権者数 3,368 3,814 7,182

投 票 者 数 1,867 2,098 3,965

(内期日前投票者数) 504 662 1,166

投 票 率 55.43 55.01 55.21

前 回 投 票 率 63.00 62.37 62.66

熊 本 県 投 票 率 53.18 51.54 52.30

前 回 投 票 率 61.91

嘉
島
町
の
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
実
施
委
員
会
は
７
月
18
日
、

の
ぼ
り
旗
を
立
て
た
り
、
ス
テ
ッ

カ
ー
を
張
っ
た
り
し
た
自
動
車
で

町
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、｢

犯
罪
や

非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り

を
支
え
よ
う｣

｢

犯
罪
や
非
行
に

陥
ら
な
い
よ
う
地
域
社
会
で
支
え

よ
う｣

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

７
月
の
社
明
運
動
強
調
月
間
に

あ
わ
せ
て
毎
年
実
施
。
こ
の
日
は

保
護
司
会
や
民
生
委
員
会
、
町
議

会
、
区
長
会
な
ど
か
ら
委
員
20
人

が
町
役
場
前
に
集
合
、
会
長
の
荒

木
町
長
が

｢

委
員
の
皆
さ
ん
に
は

先
頭
に
立
っ
て
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
い
る
。
地
域
で
犯

罪
と
非
行
を
防
ぎ
、
立
ち
直
り
を

支
え
て
ほ
し
い｣

と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

こ
の
後
、
６
台
の
車
に
分
乗
、

約
１
時
間
半
を
か
け
て
町
内
を
パ

レ
ー
ド
、
マ
イ
ク
で
運
動
へ
の
理

解
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

郡
内
パ
レ
ー
ド
も

上
益
城
郡
内
の
啓
発
パ
レ
ー
ド

は
７
月
８
日
、
保
護
司
会
を
中
心

に
、
御
船
町
か
ら
甲
佐
、
嘉
島
、

益
城
各
町
を
回
る
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
嘉
島
町
役
場
で
は
、

法
務
大
臣
と
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
、
上
益
城
地
区
保
護
司
会
御

船
分
会
の
浦
田
会
長
か
ら
荒
木
町

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

���������

地
域
で
取
り
組
む

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

町
内
を
パ
レ
ー
ド

ポイ
ント



広報かしま ������

― 3―

嘉
島
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

は
７
月
９
日
、
平
成
25
年
度
総
会

を
町
役
場
で
開
き
、
青
少
年
育
成

団
体
へ
の
補
助
金
交
付
や
町
内
全

戸
へ
の
青
少
年
健
全
育
成
チ
ラ
シ

の
配
布
な
ど
の
事
業
計
画
を
決
め

ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
会
長
に
荒
木

町
長
、
副
会
長
に
木
田
町
議
会
議

長
、
工
藤
教
育
長
、
委
員
に
保
護

司
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
各
種
団
体
の

代
表
を
選
任
。
荒
木
会
長
は

｢

保

護
者
、
学
校
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を

図
り
た
い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。保

護
者
と
子
ど
も
た
ち
に
注
意

を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
は
、
夏
休

み
前
の
７
月
に
全
戸
に
配
布
済
み

で
、
12
月
に
も
配
り
ま
す
。
地
域

で
青
少
年
育
成
に
取
り
組
む
団
体

へ
の
補
助
は
12
月
に
受
け
付
け
、

審
査
を
経
て
来
年
３
月
に
交
付
予

定
で
す
。

緑
川
改
修
期
成
会
の
平
成
25
年

度
総
会
は
７
月
18
日
、
嘉
島
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
緑
川
水

系
の
河
川
改
修
を
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
を
求
め
る
決
議
を
採
択
、

国
土
交
通
省
や
九
州
地
方
整
備
局

に
繰
り
返
し
要
望
し
て
い
く
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

期
成
会
は
嘉
島
、
御
船
、
甲
佐
、

美
里
、
山
都
、
益
城
の
６
町
と
宇

土
、
熊
本
の
２
市
で
組
織
。

会
長
の
荒
木
町
長
は

｢

今
年
は

早
い
梅
雨
明
け
で
大
き
な
被
害
は

な
か
っ
た
が
、
昨
年
の
九
州
北
部

豪
雨
の
よ
う
な
状
況
は
い
つ
ど
こ

で
も
起
こ
り
う
る
。
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
河
川

改
修
の
促
進
を
国
土
交
通
省
に
要

望
し
て
い
き
た
い｣

と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

熊
本
河
川
国
道
事
務
所
の
進
藤

所
長
か
ら
、
九
州
北
部
豪
雨
を
踏

ま
え
て
堤
防
緊
急
点
検
と
治
水
対

策
を
実
施
し
た
こ
と
や
緑
川
水
系

の
改
修
状
況
、
河
川
水
位
が
避
難

判
断
水
位
に
達
し
た
時
は
事
務
所

平
成
25
年
度
の
第
２
回
嘉
島
町

地
域
農
業
再
生
協
議
会
は
７
月
23

日
、
町
役
場
で
開
か
れ
、
米
の
生

産
目
標
や
転
作
田
の
現
地
確
認
日

程
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

地
区
代
表
の
生
産
者
や
嘱
託
員

な
ど
約
50
人
が
出
席
。
町
長
あ
い

さ
つ
の
あ
と
議
事
に
入
り
、
平
成

24
年
度
の
事
業
実
績
・
決
算
報
告
、

同
25
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
な

ど
を
原
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

24
年
度
の
水
田
転
作
率
は
40
・
９

％
。
本
年
度
も
同
程
度
で
す
。

農
政
課
か
ら
は
、
大
豆
・
麦
等

生
産
体
制
緊
急
整
備
事
業
の
説
明

が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
は

｢

本
年
産
麦
の
収
量
や
品
質
は
平

年
並
み
で
、
等
級
は
全
品
種
が
１

等
だ
っ
た｣

と
報
告
し
ま
し
た
。

緑
川
水
系
改
修
強
力
な
推
進
を

期
成
会
総
会
で
決
議

改修促進を決議した期成会総会

次
代
を
担
う

子
ど
も
を
育
て
る

嘉
島
町
青
少
年
育

成
町
民
会
議
総
会

嘉
島
町
婦
人
会

(

廣
田
惠
子
会
長)

が
７
月
４
日
、
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
を

視
察
研
修
、
22
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

益
城
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
、
熊
本

市
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
セ
ン
タ
ー
新
港

事
務
所
、
環
友
會

を
訪
れ
、
資
源
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
工
程
や
近
年
の

資
源
物
排
出
量
の

���������嘉
島
町
地
域
農

業
再
生
協
議
会第２回地域農業再生協議会

分別作業を視察する会員たち

リサイクル施設視察
嘉島町婦人会

推
移
、
ご
み
の
分
別
の
仕
方

(

プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別)

な
ど
に
つ
い

て
、
担
当
者
か
ら
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
主
婦
な
ら
で
は
の

質
問
を
し
な
が
ら
熱
心
に
メ
モ
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。

長
が
各
市
町
長
に
直
接
情
報
を
伝

え
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
な
ど
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

荒
木
町
長

全
国
町
村
会
副
会
長
に
再
任

荒
木
町
長
は
、
７
月
25
日
に
東
京

で
開
か
れ
た
全
国
町
村
会
臨
時
総
会

で
副
会
長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
２
年
。
荒
木
町
長
は
平
成

23

(

２
０
１
１)

年
か
ら
副
会
長
で

２
期
目
に
な
り
ま
す
。
熊
本
県
町
村

会
、
九
州
町
村
会
の
会
長
も
務
め
て

い
ま
す
。
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嘉
島
町
北
甘
木
の
サ
ン
ト
リ
ー

九
州
熊
本
工
場
が
今
年
で
操
業
開

始
か
ら
10
周
年
を
迎
え
、
サ
ン
ト

リ
ー
主
催
の

｢

感
謝
の
会｣

が
７

月
25
日
、
同
工
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。来

賓
や
招
待
客
、
工
場
関
係
者

な
ど
約
１
７
０
人
が
出
席
。
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
鳥

井
信
吾
副
社
長
は

｢
竣
工
か
ら
こ

れ
ま
で
、
こ
の
工
場
で
は
一
貫
し

て
サ
ン
ト
リ
ー
の
主
力
商
品
を
作

り
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
阿
蘇
の
水
を
活
か
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
生
産
を
続
け
て

い
き
ま
す｣

と
あ
い
さ
つ
。
荒
木

町
長
は
進
出
協
定
前
後
か
ら
の
歴

史
を
振
り
返
り
な
が
ら

｢

町
に
も

多
岐
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
今
後
ま
す
ま
す
の

発
展
を
祈
り
ま
す｣

と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

工
場
を
経
営
す
る
サ
ン
ト
リ
ー

酒
類
の
相
場
社
長
の
乾
杯
で
祝
宴

に
移
り
、｢

感
謝
そ
し
て
未
来
へ｣

と
題
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
上
映
さ
れ
、

出
席
者
は
そ
れ
ぞ
れ
に
10
年
を
振

り
返
り
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
歓

談
し
て
い
ま
し
た
。

同
工
場
は
２
０
０
３
年
、
阿
蘇

の
地
下
水
を
使
っ
て
ビ
ー
ル
類
と

清
涼
飲
料
の
製
造
を
開
始
。
昨
年

の
生
産
量
は
約
２
千
万
ケ
ー
ス

(

ビ
ー
ル
の
大
瓶
20
本
で
１
ケ
ー

ス
換
算)

と
４
年
連
続
で
過
去
最

高
を
更
新
し
ま
し
た
。
製
品
は
九

州
・
沖
縄
と
山
口
県
の
一
部
に
出

荷
。
従
業
員
は
約
３
０
０
人
。
工

場
見
学
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
年
間

約
12
万
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
を
分
別
し
て
再
資
源
化

を
図
る

｢

ご
み
ゼ
ロ
工
場｣

を
目

指
し
、
地
下
水
の
再
利
用
や
水
源

涵
養
の｢

天
然
水
の
森｣

育
成
や
、

子
ど
も
向
け
の｢

森
と
水
の
学
校｣

事
業
、
最
近
は
太
陽
光
発
電
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
取
り
組
み
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
は
７
月
、
家

の
光
協
会
が
発
行
し
て
い
る
農
家

の
子
ど
も
向
け
月
刊
誌

｢

ち
ゃ
ぐ

り
ん｣

８
月
号
を
、
嘉
島
町
教
育

委
員
会
を
通
じ
て
、
嘉
島
東
・
西

小
学
校
の
４
年
生
73
人
全
員
に
無

償
で
贈
り
ま
し
た
。
農
業
の
大
切

さ
や
多
面
性
、
自
然
と
の
関
わ
り

な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

毎
年
贈
っ
て
い
ま
す
。

同
Ｊ
Ａ
の
豊
田
良
富
常
務
が
10

日
、
町
役
場
を
訪
れ
、｢

子
ど
も

た
ち
が
農
業
を
理
解
す
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば｣

と
工
藤
教
育
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
工
藤
教
育
長
は

｢

食
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
関

心
を
高
め
る
の
に
も
役
立
つ
の
で

は
な
い
か｣

と
応
じ
て
い
ま
し
た
。

本
は
夏
休
み
前
に
子
ど
も
た
ち
に

配
ら
れ
ま
し
た
。

８
月
号
は
、
別
冊
付
録

｢

き
み

の
食
べ
物
は
ど
こ
か
ら
？
農
業
・

Ｊ
Ａ
な
る
ほ
ど
大
百
科｣

が
付
き
、

本
誌
に
は

｢

世
界
の
子
ど
も
た
ち

が
も
し
一
つ
の
学
校
に
い
た
ら
？｣

｢

ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た
ち
が
大
人

に
な
っ
た
と
き｣

な
ど
の
特
別
企

画
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

10周年を祝って乾杯する出席者

荒木町長 サントリーホールディングス
鳥井副社長

｢ちゃぐりん｣ を工藤教育長に
手渡す豊田常務 (右)

サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場

10
周
年
感
謝
の
会
開
く

｢
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に｣

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

｢

ち
ゃ
ぐ
り
ん｣

読
ん
で
農
業
に
理
解
を

嘉
島
町
の
小
学
４
年
生
に
贈
る

サントリー九州熊本工場
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第
38
回
上
益
城
郡
中
学
校
総
合

体
育
大
会
は
６
月
29
、
30
日
に
郡

内
各
地
で
、
水
泳
競
技
は
７
月
12

日
に
嘉
島
中
学
校
プ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。
嘉
島
中
学
校
は
10
競

技
に
参
加
、
団
体
で
は
軟
式
野
球

と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
女
が
、
個
人

で
は
柔
道
女
子
52
㌔
級

(

福
重)

と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
ダ
ブ
ル
ス

(

西
村
・
津�
組)

が
優
勝
。
上

位
入
賞
し
た
他
競
技
の
個
人
も
含

め
て
３
団
体
８
個
人
が
県
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

嘉
島
中
で
は
大
会
に
先
立
つ
６

月
27
日
、
推
戴
式
が
開
か
れ
、�

野
校
長
が

｢

悔
い
の
な
い
よ
う
今

持
っ
て
い
る
力
を
十
二
分
に
発
揮

し
て
ほ
し
い｣
と
激
励
。
出
場
す

る
各
部
が
決
意
を
表
明
、
応
援
す

る
生
徒
た
ち
か
ら
は
寄
せ
書
き
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

個
人
競
技
の
県
大
会
出
場
選
手

は
次
の
通
り
で
す
。

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
◇
女
子
シ
ン

グ
ル
ス

坂�
風
華

(

３
年)

◇

男
子
ダ
ブ
ル
ス

西
村
真
理
・
津

�
勇
治

(

３
年)

、
笠
尚
輝
・
富

嶋
大
貴

(

３
年)

【
柔
道
】
◇
女
子
52
㌔
級

福
重

か
え
で

(

１
年)

【
空
手
道
】
◇
男
子
個
人
形

藤

本
陸
椰

(

２
年)

◇
女
子
代
表
個

人
組
手
・
女
子
個
人
形

山
口
明

莉

(

３
年)

※
敬
称
略

上
益
城
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

３
団
体
２
個
人
が
優
勝

嘉
島
中
学
校

第63回上益城郡民体育祭

嘉島町 水泳優勝 総合５位

第
63
回
上
益

城
郡
民
体
育
祭

は
７
月
７
、
13
、

14
日
、
嘉
島
町

内
を
主
に
郡
内

各
地
で
開
催
さ

れ
、
嘉
島
町
は

水
泳
競
技
で
優

勝
、
サ
ッ
カ
ー

で
準
優
勝
、
総

合
で
は
５
位
で

し
た
。
総
合
優

勝
は
益
城
町
。

嘉
島
町
は
大
会

18
競
技
の
う
ち

10
競
技
に
出
場

し
ま
し
た
。

開
会
式
は
14

日
に
嘉
島
町
民

体
育
館
で
開
か

れ
、
ス
ポ
ー
ツ

功
労
者
や
優
秀
者
の
表
彰
後
、
大

会
会
長
の
荒
木
町
長
が

｢

町
民
の

期
待
を
背
に
気
力
を
ぶ
つ
け
合
い
、

素
晴
ら
し
い
大
会
に
し
て
ほ
し
い｣

と
あ
い
さ
つ
。
嘉
島
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
池
永
将
輝
さ
ん
が

｢

連
日
の

猛
暑
の
よ
う
に
熱
く
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
の
よ
う
に
激
し
く
プ
レ
ー
し
ま

す｣

と
力
強
く
選
手
宣
誓
し
ま
し

た
。団

体
５
競
技
を
制
覇
し
た
昨
年

の
成
績
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
各
競
技
の
選
手
た
ち
は
強
い

日
差
し
や
蒸
し
暑
さ
の
中
、
各
会

場
で
懸
命
の
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま

し
た
。

嘉
島
町
関
係
の
被
表
彰
者
・
団

体
と
表
彰
理
由
は
次
の
通
り
で
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
】

○
塚
野
孝
昭

(

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
指

導
と
競
技
普
及
、
郡
協
会
役
員

と
し
て
競
技
発
展
に
貢
献)

○
池
川
信
治

(

嘉
島
町
銃
剣
道
選

手
と
し
て
活
躍
、
郡
連
盟
役
員

と
し
て
発
展
に
貢
献)

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
】

○
園
田
武
司

(

昨
年
の
第
67
回
県

民
体
育
祭
水
泳
競
技
・
男
子
25

歳
以
上
50
㍍
自
由
形
で
優
勝)

○
第
67
回
県
民
体
育
祭
軟
式
野
球

競
技
・
上
益
城
郡
代
表
チ
ー
ム
＝

嘉
島
町

(

昨
年
の
同
大
会
で
優

勝)

【
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
】

○
嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会(

昭
和
62
年
設
立
。
ス
ポ
ー

ツ
関
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

し
て
地
域
活
性
化
な
ど
に
貢
献)

※
敬
称
略

福重かえでさん
柔道

山口明莉さん
空手道

藤本陸椰君
空手道

野球部

バドミントン部
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嘉
島
町
学
童
水
泳
記
録
会
は
７

月
23
日
、
嘉
島
東
小
学
校
プ
ー
ル

で
開
か
れ
、
東
・
西
両
小
の
４
〜

６
年
生
約
２
３
０
人
が
出
場
。
強

い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
猛
暑
の

中
、
力
い
っ
ぱ
い
の
泳
ぎ
を
見
せ
、

５
種
目
で
６
個
の
大
会
新
記
録
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

工
藤
教
育
長
は

｢

夏
休
み
前
に

い
っ
ぱ
い
練
習
し
た
と
思
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
自
分
の
記
録
に
挑
戦
し

て
く
だ
さ
い｣

、
町
小
体
連
会
長

の
竹
田
西
小
校
長
は

｢

自
己
記
録 �������５

種
目
６
個
の
大
会
新

を
目
標
に
泳
ぐ
と
と
も

に
、
み
ん
な
で
心
を
一

つ
に
し
て
応
援
し
て
ほ

し
い｣

と
あ
い
さ
つ
。

東
小
６
年
生
の
中
林
賢

信
君
は

｢

た
く
さ
ん
練

習
し
た
成
果
を
発
揮
し

ま
す｣
と
力
強
く
選
手

宣
誓
し
ま
し
た
。

種
目
は
50
㍍
と
25
㍍

の
自
由
形
・
平
泳
ぎ
と
、

25
㍍
×
４
の
１
０
０
㍍

リ
レ
ー
。
選
手
た
ち
は
、

友
達
や
保
護
者
の
盛
ん

な
声
援
を
受
け
て
一
生
懸
命
に
泳

い
で
い
ま
し
た
。

大
会
新
記
録
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
４
年
男
子
50
㍍
自
由
形

48
秒
６

家
入
涼
輔(

西)
48
秒
７

齊
藤
歩
希(

西)
◇
４
年
女
子
50
㍍
平
泳
ぎ

１
分
１
秒
８

中
冨
遥
香(

東)

◇
６
年
男
子
50
㍍
自
由
形

35
秒
０

中
林
賢
信(

東)

◇
６
年
男
子
50
㍍
平
泳
ぎ

44
秒
６

中
林
賢
信(
東)

◇
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

(

25
×
４)

１
分
12
秒
６

東
小
６
年
１
組

(

中
冨
翔
太
、
山
本
将
生
、

�
田

愁
、
中
林
賢
信)

※
敬
称
略

嘉島町学童
水泳記録会

嘉
島
東
小

学
校
の
４
年

生
が
７
月
16

日
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
で

勉
強
、
認
知

症
の
人
た
ち

の
応
援
者
に

な
り
ま
し
た
。

同
小
は
校

区
内
の
介
護

老
人
福
祉
施

設
・
康
寿
苑

の
お
年
寄
り

と
の
交
流
を

予
定
し
て
お

り
、
そ
の
前
に
高
齢
者
や
認
知
症

の
理
解
を
深
め
よ
う
と
開
催
。
各

地
で
養
成
講
座
を
開
い
て
い
る
嘉

島
町
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
町
保

健
師
・
早
川
さ
ん
た
ち
４
人
が

｢

先
生
役｣

で
す
。

早
川
さ
ん
た
ち
は
、
脳
の
模
型

や
紙
芝
居
を
使
い
、
ゲ
ー
ム
も
入

れ
な
が
ら
、｢

ご
は
ん
を
食
べ
た

こ
と
は
覚
え
て
い
る
け
ど
何
を
食

べ
た
か
忘
れ
る
の
は
も
の
忘
れ
、

ご
は
ん
を
食
べ
た
こ
と
を
忘
れ
る

の
は
認
知
症｣

と
分
か
り
や
す
く

説
明
、｢

不
安
な
気
持
ち
を
理
解

し
て
、
や
さ
し
く
思
い
や
り
を
持
っ

て
接
し
て
く
だ
さ
い｣

と
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

４
年
生
は
18
人
。
こ
の
う
ち
16

人
は
曽
祖
父
母
や
祖
父
母
と
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
る
と
返
事
。
お
年

寄
り
の
特
徴
も
日
ご
ろ
か
ら
感
じ

て
い
る
よ
う
で
、
熱
心
に
聞
き
入

り
、
意
見
を
発
表
。
講
座
が
終
わ
っ

た
後
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

示
す
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
手
首
に

つ
け
て
い
ま
し
た
。

�����������������
東小４年生がサポーターに

選手宣誓する中林君

接戦の平泳ぎ

自己新めざして力泳

楽しく進められた講座

紙芝居を見ながら考える４年生
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嘉
島
中
学
校
の
３
年
生
80
人
が

７
月
５
日
、
福
祉
体
験
学
習
の
一

環
と
し
て
、
胸
骨
圧
迫(

心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ)

な
ど
の
救
急
法
と
Ａ
Ｅ

Ｄ

(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

の

操
作
法
を
学
び
ま
し
た
。

講
師
は
、
上
益
城
消
防
本
部
の

救
急
救
命
士
・
緒
方
秀
一
さ
ん
た

ち
５
人
。
緒
方
さ
ん
に
よ
る
と
、

人
が
倒
れ
た
と
き
は
ま
ず
意
識
の

有
無
と
呼
吸
を
確
認
、
意
識
も
な

く
呼
吸
も
し
て
い
な
い
と
き
は
救

急
車
を
呼
び
、
直
ち
に
胸
の
真
ん

中
を
両
手
で
押
す

｢

胸
骨
圧
迫｣

で
血
液
を
全
身

に
循
環
さ
せ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
届
い

た
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
と

胸
骨
圧
迫
を
繰

り
返
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
は

話
を
聞
い
た
あ

と
、
緒
方
さ
ん

た
ち
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、

人
形
を
相
手
に

実
際
に
や
っ
て

み
ま
し
た
。
胸

骨
圧
迫
は
胸
の

真
ん
中
を
重
ね

た
両
手
で

｢

強

く
、
早
く
、
絶

え
間
な
く｣

圧

迫
す
る
こ
と
。

１
分
間
に
１
０
０
回
以
上
を
２
分

間
交
代
で
続
け
ま
し
た
が
、
男
子

生
徒
も

｢

相
当
き
つ
い｣

。
そ
れ

で
も

｢

心
臓
停
止
か
ら
３
〜
５
分

間
で
脳
細
胞
が
死
ん
で
い
く｣

と

聞
く
と
み
ん
な
真
剣
な
表
情
に
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
も
音
声
案
内
に
従
っ
て
操

作
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

生
徒
は

｢

力
が
い
る
の
で
き
つ

か
っ
た｣

｢

命
を
助
け
る
の
は
大

変
だ
け
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
校
に
は
２
か
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

嘉
島
中
学
校
の
２
年
生
84
人
が

７
月
３
日
、
宇
城
市
三
角
町
で
洋

ラ
ン
を
栽
培
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
全
国
に
販
売
し
て
い

る
宮
川
将
人
さ
ん
か
ら
、
夢
を
持

ち
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

９
月
の
職
場
体
験
学
習
の
事
前

講
話
を
学
校
が
依
頼
。
宮
川
さ
ん

は
34
歳
。
花
木
農
家
の
３
代
目
で
、

父
が
始
め
た
洋
ラ
ン
栽
培
を
引
き

継
い
で
８
年
目
。
ネ
ッ
ト
販
売
を

駆
使
し
て
仲
間
と
独
自
の
事
業
を

展
開
す
る
若
手
経
営
者
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
卒
業
文
集
に

｢

世
界

一
の
花
屋
さ
ん
に
な
る｣

と
書
い

た
宮
川
さ
ん
。
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ

リ
カ
で
の
研
修
や
各
国
を
旅
行
し

た
体
験
を
交
え
な
が
ら
、｢

中
学

る
こ
と｣

と
ア
ド
バ
イ
ス
。

｢

夢
を
持
っ
て
い
な
い
人
は

夢
を
持
っ
て
い
る
人
を
応
援

す
る
こ
と
で
、
必
ず
い
い
影

響
を
受
け
る｣

と
も
話
し
て

い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
熱
の
こ
も
っ

た
宮
川
さ
ん
の
話
に
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

宮川さん 時
代
に
大
事
な
こ
と
は
素
直
な
心

と
一
生
付
き
合
う
友
達
を
５
人
作

る
こ
と｣

｢

夢
を
実
現
さ
せ
る
に

は
、
夢
を
人
に
話
し
努
力
す
る
こ

と
、
自
信
を
持
っ
て
成
長
し
続
け 熱心に聞き入る２年生

胸の真ん中に両手を重ねて… 力が必要な胸骨圧迫

意
識
な
く
呼
吸
も
な
い
…

救
急
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
学
ぶ

嘉
島
中
３
年
生

������������������������
胸
骨
圧
迫
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
へ

真
剣
に
学
ぶ
３
年
生



嘉
島
幼
稚
園
は
昨
年
ま
で

園
内
で
田
植
え
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
鯰
の�
田

三
十
志
さ
ん
が
提
供
し
た
、

近
く
の
約
３
０
０
平
方
㍍
の
広
い
田
ん
ぼ

で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

先
生
や
お
母
さ
ん
た
ち
と
田
ん
ぼ
に
入
っ

た
園
児
た
ち
は
、
尻
も
ち
を
つ
い
た
り
、

前
の
め
り
に
両
手
や
胸
を
つ
い
た
り
、
泣

い
た
り
笑
っ
た
り
と
大
騒
ぎ
。
苗
は
園
児

た
ち
が
６
月
に
種
ま
き
を
し
た
も
の
で
、

�
田
さ
ん
や
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
の
西
川
英

博
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
に
ぎ
や
か

に
植
え
て
い
ま
し
た
。

広報かしま������
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田植えのあと近くの ｢馬洗場｣ で泥を落とした園児たち

嘉
島
西
小
学
校
５
年
生
65
人
の
田
植
え

は
総
合
学
習
の
一
環
。
７
月
５
日
、
鯰
の

林
田
幸
一
さ
ん
が
提
供
し
た
田
ん
ぼ
約
４

０
０
平
方
㍍
に
も
ち
米
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。指

導
は
、
幸
一
さ
ん
と
賢
秀
さ
ん
父
子
。

児
童
の
祖
母
福
永
エ
ツ
子
さ

ん
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
泥
に
足
を

取
ら
れ
た
り
、
滑
っ
た
り
し

な
が
ら
も
て
い
ね
い
に
植
え
て
い
き
、
苗

の
並
び
は
ま
っ
す
ぐ
に
な
り
ま
し
た
。
田

植
え
が
進
む
に
つ
れ
て
子
ど
も
た
ち
の
服

は
真
っ
黒
に
。
元
気
の
い
い
子
は
田
ん
ぼ

の
脇
を
流
れ
る
用
水
路
に
飛
び
込
ん
で
い

ま
し
た
。

梅雨明け間近の７月初め､
嘉島町内では､ 小学生や園児
たちが田植えを体験しました｡

泥だらけで元気いっぱいの西小５年生

農
家
の
女
性
で
作
る
嘉
島
町

農
村
女
性
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
は
７
月
１
日
、
熊
本
市
東
区

若
葉
の
の
ぞ
み
保
育
園
の
園
児

た
ち
に
田
植
え
を
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

都
市
部
の
子
ど
も
た
ち
に
農

業
を
体
験
さ
せ
る
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
一
環
で
、
井
寺
地
区

に
あ
る
河
原
君
代
会
長
の
田
ん

ぼ
で
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

園
児
は
25
人
。
保
育
士
に
引

率
さ
れ
て
、
路
線
バ
ス
で
や
っ

て
き
ま
し
た
。
男
の
子
は
上
半

身
は
だ
か
、
女
の
子
は
水
着
。

園
児
た
ち
は
泥
だ
ら
け
に
な
っ

て
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

���������� 嘉島西小５年生����� 嘉島幼稚園児

����� 熊本市･のぞみ保育園児
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嘉
島
幼

稚
園
の
夏

野
菜
パ
ー

テ
ィ
ー
が

７
月
５
日

開
か
れ
、

園
児
た
ち

は
園
庭
で

育
て
た
野

菜
を
使
っ

て
カ
レ
ー

と
デ
ザ
ー

ト
を
作
り
、

み
ん
な
で

お
い
し
く

食
べ
ま
し

た
。園

内
で

育
て
た
ト

マ
ト
、
ピ
ー

マ
ン
、キ
ュ
ー

野菜を型抜きしてナベに入れる園児たち

リ
、
ス
イ
カ
な
ど
を
使
っ
て
の
毎

年
恒
例
の
パ
ー
テ
ィ
ー
。
先
生
の

ほ
か
文
化
委
員
会
の
お
母
さ
ん
17

人
も
お
手
伝
い
で
参
加
、
年
長
の

さ
く
ら
組
と
年
中
の
す
み
れ
組
の

60
人
が
包
丁
を
使
っ
て
野
菜
を
切
っ

た
り
、
デ
ザ
ー
ト
の
型
を
抜
い
た

り
と
に
ぎ
や
か
に
調
理
し
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
は
、
前
日
に

作
っ
た
七
夕
飾
り
を
飾
っ
た
遊
戯

室
。
お
母
さ
ん
た
ち
が
料
理
の
仕

上
げ
を
し
て
い
る
間
、
園
児
た
ち

は
、
さ
く
ら
組
が
す
み
れ
組
の
世

話
を
し
な
が
ら
ア
ニ
メ
を
見
て
時

間
待
ち
。
待
ち
遠
し
そ
う
に
入
口

を
何
度
も
振
り
返
る
園
児
も
い
ま

し
た
。

料
理
が
運
ば
れ
て
く
る
と
、
み

ん
な
に
こ
に
こ
顔

で
席
に
つ
い
て

｢

い
た
だ
き
ま
す｣

。
カ
レ
ー
の

前
に
は
す
ぐ
に
お
か
わ
り
の
列
が

で
き
、
中
に
は
何
回
も
並
ぶ
園
児

も
い
て
、
み
ん
な
楽
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

デザート作りもていねいに

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ｢

そ
っ

と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん｣

が
６

月
25
日
、
食
育
月
間
に
合
わ
せ
て

親
子
食
育
教
室
を
嘉
島
町
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
催
。
幼
児
と
母
の
親

子
６
組
が
講
話
を
聞
き
、
お
や
つ

を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

最
初
に
く
ま
モ
ン
体
操
で
ウ
オ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
。
食
生
活
改
善
推

進
員
に
よ
る

｢

幼
少
期
か
ら
の
食

生
活｣

と
題
し
た
講
話
が
あ
り
、

そ
の
あ
と
親
子
で
調
理
。
チ
ー
ズ

お
焼
き
の
形
を
作
っ
て
焼
き
、
焼

き
上
が
る
間
に
、
手
で
つ
ま
ん
で

野
菜
そ
の
も
の
を
味
わ
お
う
と
、

親
子
で
チ
ー
ズ
お
焼
き
作
り

デ
ィ
ッ
プ

(

大
人
に
好
評
の
ピ
ー

ナ
ツ
バ
タ
ー
と
め
ん
つ
ゆ
、
子
ど

も
に
人
気
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
カ
ル

ピ
ス)

を
作
り
、
み
ん
な
で
楽
し

く
に
ぎ
や
か
に
試
食
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、｢

食
育
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
、
食
事
は
大
事

だ
な
あ
と
実
感
し
ま
し
た｣

｢

子

ど
も
た
ち
も
自
分
で
作
る
こ
と
で

よ
く
食
べ
ま
し
た｣

｢

お
母
さ
ん

た
ち
と
の
交
流
も
で
き
て
楽
し
か
っ

た｣

と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
県
の
男
女
共

同
参
画
推
進
地
域
リ
ー
ダ
ー
研
修

の
参
加
者
10
人
が
昨
年
12
月
に
結

成
。
今
回
は
世
代
間
交
流
を
目
的

に
し
た
初
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

代
表
の
鷹
木
ヨ
シ
エ
さ
ん
は
、

｢

す
て
き
な
出
会
い
と
交
流
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ

う｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

��������������������������
������������������������������������������
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上
益
城
郡
学
校
給
食
会
は
７
月

11
日
、
嘉
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

と
町
役
場
で
、
研
究
授
業
方
式
に

よ
る
衛
生
管
理
研
修
会
を
開
き
ま

し
た
。

衛
生
管
理
を
よ
り
徹
底
し
、
安

全
で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る

た
め
に
、
年
１
回
実
施
し
て
お
り
、

郡
内
の
栄
養
教
諭
や
学
校
栄
養
職

員
な
ど
11
人
が
参
加
し
ま
し

た
。嘉

島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
昭
和
53

(

１
９
７
８)

年

に
開
設
。
嘉
島
幼
稚
園
と
東
・

西
小
学
校
、
嘉
島
中
学
校
の

給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
献
立
は
、
セ
ル

フ
ビ
ビ
ン
バ
丼
と
中
華
ス
ー

プ
。
参
加
者
は
、
76
項
目
に

わ
た
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

手
に
調
理
の
様
子
や
施
設
を

て
い
ね
い
に
視
察
。
試
食
も

し
て
、
意
見
を
交
換
し
ま
し

た
。こ

の
日
の
様
子
は
全
国
学

校
栄
養
士
協
議
会
に
報
告
さ

れ
、
実
施
記
録
と
し
て
冊
子

に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

上
島
の
東
端
に
あ
り
、
昭
和
53

(

１
９
７
８)

年
建
立
。
胡
蝶
の

前
は
御
船
城
主
甲
斐
宗
運
の
孫
娘

で
、
隈
庄
城
主
甲
斐
守
昌
の
娘
。

宗
運
の
盟
友
鹿
子
木
氏
に
嫁
し
て

離
別
。
祖
父
が
父
を
攻
め
る
悲
運

を
嘆
き
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
鏡
ケ

池
に
身
を
投
げ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

鯰
三
社
宮
鳥
居
前
か
ら
南
へ
歩

い
て
す
ぐ
の
道
路
わ
き
に
あ
り
、

建
立
は
明
和
８(

１
７
７
１)

年
。

ク
ス
メ
キ

(

百
日
咳)

に
き
わ
め

て
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
細
川
の
殿

様
も
地
蔵
の
前
で
は
必
ず
下
馬
。

戦
前
ま
で
近
郷
か
ら
の
参
拝
者
が

絶
え
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
表
を
手
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を

視
察
す
る
参
加
者

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������
��������

長
年
に
わ
た
っ
て
嘉
島
町
民
の
健
康
を
守
っ

て
き
た
保
健
師
・
早
川
眞
澄
さ
ん
が
７
月
８

日
、
熊
本
県
健
康
管
理
協
会
の
第
17
回
河
津

寅
雄
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
賞
は
、
協
会
の
初
代
会
長
だ
っ
た
河
津

氏
の
功
績
を
た
た
え
て
創
設
。
地
域
保
健
活

動
や
保
健
福
祉
活
動
を
通
し
て
県
民
の
健
康

水
準
向
上
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た
人
に
毎

年
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

早
川
さ
ん
は
昭
和
52

(

１
９
７
７)

年
、

町
で
た
だ
一
人
の
保
健
師
と
し
て
入
庁
。
以

来
、
婦
人
会
や
老
人
会
と
連
携
、
住
民
健
康

調
査
や
乳
児
家
庭
訪
問
、
健
康
教
育
、
高
齢

者
支
援
体
制
作
り
な
ど
に
取
り
組
み
、
特
定

健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

早
川
さ
ん
は

｢

町
の
皆
さ
ん
に
健
康
で
長

生
き
し
て
も
ら
い
た
い
と
活
動
し
て
き
ま
し

た
が
、
私
が
皆
さ
ん
に
育
て
て
い
た
だ
き
ま

し
た｣

と
話
し
て
い
ま
す
。

������������
河津寅雄賞を受賞������� ������

上
益
城
郡
学
校
給
食
会

安
全
で
お
い
し
い
給
食
を

嘉
島
町
で
衛
生
管
理
研
修
会��������
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○
募
集
人
員

１
名

○
条
件

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

(

ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
等)

が
で
き
る
方

○
応
募
方
法

履
歴
書(

写
真
添
付
、
市
販
物
で
可)

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
建

設
課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

○
勤
務
内
容

一
般
事
務
の
補
助
業
務

○
任
用
期
間

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

○
勤
務
日

月
曜
日
〜
金
曜
日

(
祝
日
及
び
年
末

年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

○
勤
務
時
間

８
時
半
〜
17
時
15
分

(

昼
休
憩
１
時
間)

○
賃
金

日
額
５
８
０
０
円

(

１
時
間

あ
た
り
７
４
８
円)

○
選
考
方
法

書
類
審
査
の
う
え
面
接
に
よ
り
選
考

○
受
付
期
間

平
成
25
年
８
月
15
日

(

木)

か
ら

平
成
25
年
８
月
29
日

(

木)

ま
で

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
を
除
く
８

時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。
郵
送
の

場
合
は
、
平
成
25
年
８
月
29
日(

木)

当
日
消
印
有
効

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
８
６
１－

３
１
９
２

上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
３
０
番
地

嘉
島
町
役
場
建
設
課

下
水
道
係

�
２
３
７－

２
５
９
７

○
募
集
人
員

１
名

○
条
件

嘉
島
町
在
住
で
健
康
な
方

○
勤
務
内
容

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
内
外
の
清
掃
・

管
理
、
電
話
対
応
等

○
任
用
予
定
期
間

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

○
勤
務
時
間

８
時
半
〜
17
時
15
分

(

週
29
時
間
以
内)

○
報
酬

日
額
５
６
６
０
円

(

１
時
間

あ
た
り
７
３
０
円)

○
選
考
方
法

書
類
審
査
の
後
、
面
接
に
よ
り
選
考

○
応
募
方
法

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書

(

市
販
の
も

の
可)
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
先
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
く
だ

さ
い
。

○
受
付
期
間

平
成
25
年
８
月
９
日

(
金)

か
ら

平
成
25
年
８
月
30
日

(

金)

ま
で

※
持
参
の
場
合
は
、
土
・
日
を
除
く
８

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。
郵
送

の
場
合
は
８
月
29
日

(

木)

の
消
印

ま
で
有
効

【
お
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

〒
８
６
１－

３
１
０
５

上
益
城
郡
嘉
島
町
上
六
嘉
９
１
７
番
地

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

�
２
３
７－

０
４
６
４

｢

く
ま
も
と
米
粉
甲
子
園｣

の
開
催

に
あ
た
り
、
高
校
生
が
考
案
す
る
県
産

米
粉
を
使
用
し
た
パ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
の

レ
シ
ピ
及
び
米
粉
麺
と
県
産
食
材
等
を

組
み
合
わ
せ
た
料
理
レ
シ
ピ
を
募
集
し

ま
す
。
募
集
期
間
は
９
月
10
日

(

火)

ま
で
で
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら
優
秀
作
品

を
選
定
し
、
事
業
者
に
よ
る
商
品
化
及

び
販
売
に
つ
な
げ
ま
す
。

お
い
し
さ
の
頂
点
を
目
指
し
て
、オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
で
バ
ト
ル
！

応
募
内
容
の
詳
細
は
、｢

く
ま
も
と

の
米
粉｣

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
農
産
課

�
３
３
３－

２
３
８
８

気
象
庁
は
平
成
25
年
８
月
30
日
か

ら
特
別
警
報
の
発
表
を
開
始
し
ま
す
。

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
、

お
住
ま
い
の
地
域
は
数
十
年
に
一
度

し
か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
、

避
難
指
示
・
勧
告
等
に
留
意
し
、
た

だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
特
別
警
報
の
詳
細
は
、
気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/jm

a/kis

hou/know
/tokubetsu-keiho/in

dex.htm
l

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

�
３
２
４－

３
２
８
３

特別警報発表開始

嘉
島
町
建
設
課
臨
時
職
員

募

集

｢

く
ま
も
と
米
粉
甲
子
園｣

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

非
常
勤
職
員



○
実
施
期
間

９
月
２
日(
月)
〜
９
月
６
日(

金)

平
成
19
年
４
月
に

｢
が
ん
対
策
基
本

法｣

が
施
行
さ
れ
、
国
・
県
・
町
を
挙

げ
て
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
50
％
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

検
診
に
よ
る
が
ん
の
早
期
発
見
は
、

が
ん
死
亡
の
実
態
を
改
善
す
る
た
め
に

大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
年
に
一
度
は
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

こ
の
健
診
で
は
が
ん
検
診
と
同
時
に

｢

特
定
健
診｣

や

｢

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検

診｣

な
ど
複
数
の
検
診
を
一
度
に
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
４
月
に
広
報
と
世

帯
ご
と
の
通
知
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま

す
が
、
４
月
以
降
に
本
町
に
転
入
さ
れ

た
方
や
、
新
た
に
検
診
を
お
申
し
込
み

さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
以
下
の

内
容
表
を
ご
確
認
の
う
え
受
診
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ･

事
前
申
し
込
み
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

平
成
25
年
６
月
に
送
付
し
ま
し
た
、

が
ん
検
診
推
進
事
業
に
お
け
る
が
ん
検

診

(

乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
及
び
大
腸

が
ん)

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
等
を
利
用
し

て
９
月
の
集
団
検
診
を
受
診
予
定
の
方

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
本
年
４
月
の
健
康
診
査
申

込
調
査
で
す
で
に
お
申
し
込
み
頂
い
て

い
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

無
料
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
は
、
事
前

申
込
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
９
月
２

日
か
ら
９
月
６
日
の
期
間
中
で
、
午
前

７
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
の
間
に
嘉
島

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
を
し
て

下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
町
民
課
保
健
係

�
２
３
７－

２
５
７
４

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

水
質
検
査
を
さ
れ
る
方
は
、
建
設
課

環
境
係
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

広報かしま������
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嘉
島
町
集
団
検
診

健

康

無料
クーポン

が
ん
検
診
推
進
事
業
及
び

無
料
肝
炎
検
診
対
象
者
の
方
へ

飲
料
水
の
水
質
検
査

検診項目 対 象 者 日 程

特定健診

１) 嘉島町国民健康保険に加入する40歳以上74歳以下の方
２) 国保以外の健康保険に加入される被扶養者の方で､ 保険者が
発行した ｢特定健診受診券｣ をお持ちの方
(ただし､ 日赤熊本健康管理センターと契約がある場合のみ)
※検診を希望される場合は必ず嘉島町役場町民課保健係までお電
話下さい｡

９月２日(月) ～６日
(金) の午前中で町が
指定した日時となりま
す｡

※すでに嘉島町の検診
の申し込みをされてい
る方には､ ８月中旬頃
に日程を通知し､ 問診
票を送付します｡

※がん検診推進事業対
象となられる方は ｢無
料クーポン券｣ をご持
参下さい｡

※無料肝炎検診対象と
なられる方は､ 送付し
ている通知をご持参く
ださい｡

後期高齢者健診 後期高齢者医療被保険者の方 (主に満75歳以上の方)

肺がん検診

40歳以上の方
胃がん検診

大腸がん検診

超音波検診

子宮頸がん検診 20歳以上の女性

乳がん検診 40歳以上の女性

前立腺がん検診 50歳以上の男性

骨粗しょう症検診 満40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の女性

Ｂ型･Ｃ型肝炎ウィルス検診 満40歳の方で､ これまでに肝炎ウィルス健診を受診したことのない方

※対象者の年齢は平成26年３月31日時点での到達年齢です｡

平成25年度嘉島町集団検診の予定表
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い
。水

質
検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し

て
採
水
し
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ

れ
ま
す
。

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

10
項
目

３
０
０
０
円
程
度

※
項
目
数
等
に
よ
り
費
用
額
が
異
な
り

ま
す
。

○
補
助
金
の
額

検
査
費
用
の
２
分
の
１

(
百
円
未
満

切
り
捨
て)

後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
環
境
係

�
２
３
７－

２
６
１
９

○
放
送
日
時

９
月
11
日

(

水)

【
１
回
目
】
午
前
11
時
頃

【
２
回
目
】
午
前
11
時
半
頃

○
放
送
内
容

開
始

｢

上
り
４
音
♪
チ
ャ
イ
ム
＋
こ

れ
は
試
験
放
送
で
す
。
こ
れ
は
試
験
放

送
で
す
。
こ
れ
は
試
験
放
送
で
す
。
＋

こ
れ
で
試
験
放
送
を
終
わ
り
ま
す
。
＋

下
り
４
音
♪
チ
ャ
イ
ム｣

終
了

(

注)

嘉
島
町
以
外
の
地
域
で
も
全
国

的
に
様
々
な
手
段
で
情
報
伝
達
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、

国
か
ら
市
区
町
村
へ
人
工
衛
星
な
ど
を

通
じ
て
瞬
時
に
伝
え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
課

�
２
３
７－

１
１
１
２

○
日
時

８
月
28
日

(

水)

午
前
９
時
半
〜
11
時

プ
ー
ル
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
水

着
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
暑
く
な
り
ま

す
の
で
、
水
分
補
給
の
た
め
の
水
筒
も

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
さ
れ
る
方
は
、
一
日
保
険

(

50

円
程
度)

に
加
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
３
日
前
ま
で
に
直
接
、
幼
稚
園

で
予
約
し
て
下
さ
い
。
電
話
で
の
予

約
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
は
必
ず
保

護
者
同
伴
で
利
用
し
て
下
さ
い
。
万

が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、
す

べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
幼
稚
園

�
２
３
７－

５
２
１
０

○
日
時９

月
19
日

(

木)

午
前
10
時
〜
11
時
半

○
場
所幼

光
保
育
園
本
園
舎
及
び

第
２
園
舎

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
を
し
、
当
日
は
必

ず
保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

幼
光
保
育
園

�
２
３
７－

０
６
０
１

★
そ
の
他
、
子
育
て
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
町
民
課
福
祉
係

�
２
３
７－
２
５
７
６

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
料
は

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

８
月
28
日

(

水)

弁
護
士

９
月
25
日

(

水)

弁
護
士

※
相
談
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話
で

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
員(

原
則
４
名)

に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。

○
相
談
場
所

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

(

１
人
30
分
以
内)

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

�
２
３
７－

２
９
８
１

子
育
て

嘉
島
幼
稚
園
の
園
庭
開
放
！

幼
光
保
育
園
の
園
庭
開
放

心
配
ご
と
相
談

相

談

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達

の
放
送
訓
練
【
消
防
庁
】

防

災
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オ
ス
ト
メ
イ
ト

(

人
工
肛
門
・
人
工

膀
胱
造
設
者)

の
方
お
よ
び
ご
家
族
の

方
を
対
象
に
ス
ト
ー
マ
ケ
ア

(

人
工
肛

門
な
ど
の
手
入
れ
の
仕
方)

な
ど
に
つ

い
て
相
談
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
相
談

会
は
、
県
の
委
託
を
受
け
た

(

公
社)

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部
が

社
会
適
応
訓
練
事
業
と
し
て
、
県
内
７

ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。

○
期
日

平
成
25
年
８
月
24
日

(

土)

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

○
場
所

熊
本
市
民
病
院
内

※
事
前
参
加
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す

が
、
当
日
会
場
で
受
付
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

(

公
社)

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

熊
本
県
支
部

�
３
８
４－

１
０
１
２

借
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
の
無
料
相

談
会
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
相
談

員
や
弁
護
士
、
司
法
書
士
が
お
話
を
伺

い
ま
す
。
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
が

解
決
の
早
道
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
事
業
者
向
け
の
相
談

や
臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
相
談

も
お
受
け
し
ま
す
。

○
日
時

９
月
13
日

(

金)

【
受
付
】
午
後
０
時
半
〜
３
時
半

【
相
談
】
午
後
１
時
〜
４
時
40
分

○
場
所

崇
城
大
学
市
民
ホ
ー
ル

(

熊
本
市
民

会
館)

２
階
第
５
会
議
室

○
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
３
８
３－

０
９
９
９

※
で
き
る
だ
け
事
前
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
主
催

熊
本
県
多
重
債
務
者
対
策
協

議
会
、
熊
本
県
、
県
内
市
町
村
、
九

州
財
務
局
、
熊
本
県
弁
護
士
会
、
熊

本
県
司
法
書
士
会

地
籍
調
査
と
は

｢

地
籍｣

と
は
土
地
の
情
報
で
、
い

わ
ば
土
地
の
戸
籍
で
す
。｢

地
籍
調
査｣

と
は
土
地
の
情
報
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
目
的
で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
土
地
に

つ
い
て
皆
さ
ん
に
境
界
な
ど
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
測
量
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
正
確
な
土
地
の
位
置
や
面
積
な
ど

が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
正
確
な
図
面

(

地
籍
図)

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
調
査
の
成
果
を
法
務
局

に
送
付
し
、
土
地
の
登
記
簿
が
正
確
な

も
の
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

本
年
度
の
実
施
計
画

役
場
周
辺
の
農
用
地

(

ほ
場
整
備
地

区)

を
中
心
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
土

地
所
有
者
の
方
を
対
象
に
８
月
下
旬
に

事
業
説
明
会
を
開
催
し
、
９
月
か
ら
一

筆
地
調
査
な
ど
、
所
有
者
の
方
の
協
力

を
い
た
だ
き
現
地
調
査

(

境
界
立
会)

を
始
め
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
昨
年
一

筆
地
調
査
を
実
施
し
た
鯰
周
辺
の
農
用

地
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
に
測
量
し
、

来
年
２
月
に
土
地
所
有
者
の
方

(

ま
た

は
代
理
人)

に
測
量
結
果
の
確
認
と
し

て
、
作
成
し
た
地
籍
簿
や
地
籍
図
な
ど

の
閲
覧
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
農
政
課
地
籍
調
査
係

�
２
３
７－

２
６
５
３

熊
本
県
で
は
、
地
域
共
有
の
貴
重
な

資
源
で
あ
る
地
下
水
の
保
全
を
図
る
た

め
、
熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
に
基
づ

き
、
地
下
水
採
取
者
の
方
に
必
要
な
手

続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

嘉
島
町
は
県
か
ら
重
点
地
域
に
指
定

さ
れ
、
規
制
対
象
要
件
に
よ
り
届
け
出

ま
た
は
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

家
庭
や
職
場
で
お
使
い
の
井
戸
で
手

続
き
を
行
っ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
ら
速
や
か
に
届
け
出
又
は
許
可
の

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
未
届
け
ま
た
は
未
許
可
で
地

下
水
を
採
取
し
た
場
合
は
、
罰
則
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
地
下
水
採
取
に
関
す
る
規
制
の
対
象

要
件

【
届
出
】

６
２㎝
超
〜
19
２㎝
以
下
の
揚
水
機

19
㎡
超
の
自
噴
井
戸

【
許
可
】

19
２㎝
超
の
揚
水
機

(

地
下
水
を
田
畑

等
の
か
ん
が
い
に
使
用
す
る
場
合
は
、

許
可
で
は
な
く
届
け
出)

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
県
環
境
生
活
部
環
境
局

環
境
立
県
推
進
課

�
３
３
３－

２
２
７
２

多
重
債
務
無
料
相
談
会

地
下
水
採
取
の
届
出
・
許
可
申
請

９
月
か
ら
地
籍
調
査
事
業
に

着
手
し
ま
す

調
査
・
届
出

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会
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嘉
島
町
は
、
水
質
保
全
と
環
境
生
活

の
改
善
を
図
り
、
下
水
道
事
業
の
経
営

に
不
可
欠
な
接
続
率
向
上
を
目
指
し
、

既
設
住
宅
の
下
水
道
接
続
の
た
め
の
排

水
設
備
工
事
を
行
う
方
に
予
算
の
範
囲

内
で
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
助
成
対
象
者

・
一
般
住
宅

(

店
舗
併
用
住
宅
含
む)

の
所
有
者
も
し
く
は
使
用
者

・
集
合
住
宅

(

ア
パ
ー
ト
等)

の
所
有

者※
い
ず
れ
も
新
築
は
対
象
外

○
助
成
条
件

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

供
用
開
始
後
３
年
以
内
に
接
続
が

完
了
し
た
方
。(

平
成
27
年
度
末
ま

で
は
こ
の
条
件
は
適
用
せ
ず
、
供
用

開
始
区
域
内
全
域
が
対
象
と
な
り
ま

す)

○
助
成
額

(

上
限)

・
一
般
住
宅

く
み
取
り
便
所
改
造
工
事

６
万
円

単
独
処
理
浄
化
槽
改
造
工
事
３
万
円

合
併
処
理
浄
化
槽
改
造
工
事
２
万
円

・
集
合
住
宅

単
独
処
理
浄
化
槽
改
造
工
事
15
万
円

合
併
処
理
浄
化
槽
改
造
工
事
８
万
円

※
た
だ
し
、
工
事
費
用
の
２
分
の
１

の
額
が
助
成
対
象
額
の
上
限
に
達

し
な
い
場
合
は
工
事
費
用
の
２
分

の
１
の
額

(

１
千
円
未
満
切
り
捨

て)

と
な
り
ま
す
。

○
申
請
手
続
き

原
則
と
し
て
嘉
島
町
が
認
定
し
た

排
水
設
備
指
定
工
事
店

(

６
月
末
現

在
１
２
２
事
業
者)

が
代
行
で
行
い

ま
す
。

○
本
制
度
制
定
の
経
緯

熊
本
県
に
お
い
て
、
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
を
目
的
と
し
、
市
町
村

が
実
施
す
る
下
水
道
接
続
の
助
成
制

度
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す
る

｢
生
活
排
水
適
正
処
理
推
進
事
業｣

が
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
機

に
、
本
制
度
を
制
定
し
、
助
成
金
の

交
付
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
４
月
以
前
に
接
続
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
助
成
金
の
申
請
が
出
来
ま
せ
ん
。

下
水
道
接
続
率
向
上
を
目
的
と
し

た
制
度
で
あ
り
、
下
水
道
法
に
お
い

て
接
続
可
能
と
な
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
下
水
道
に
切
り
替
え
る
よ
う

に
定
め
て
あ
り
ま
す
。
本
制
度
を
ご

活
用
の
う
え
出
来
る
だ
け
早
期
の
下

水
道
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
建
設
課
下
水
道
係

�
２
３
７－

２
５
９
７

８
月
１
日
か
ら
末
日
ま
で
の
１
カ
月

間
、
職
業
選
択
の
自
由
を
保
障
し
、
就

職
差
別
を
排
除
す
る
目
的
の
も
と
に

｢

適
正
採
用
選
考
啓
発
月
間｣

が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
月
間
は
、
熊
本
県
並
び
に
県
内

の
各
商
工
団
体
、
教
育
関
係
機
関
等
で

構
成
す
る

｢

適
正
な
採
用
選
考
推
進
協

議
会｣

が
主
唱
し
、
県
下
一
円
で
啓
発

運
動
を
進
め
る
も
の
で
す
。

わ
が
国
の
憲
法
は
、
職
業
選
択
の
自

由
を
基
本
的
人
権
の
一
つ
と
し
て
、
す

べ
て
の
国
民
に
保
障
し
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
採
用
に
当
た
っ
て
、
本
籍
、

出
身
地
、
家
族
の
職
業
、
資
産
、
思
想
・

信
条
等
を
聞
い
た
り
、
書
か
せ
た
り
し

な
い
よ
う
に
し
、
応
募
の
適
正
と
能
力

に
基
づ
か
な
い
、
誤
っ
た
採
用
選
考
を

行
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。ま

た
、
戸
籍
謄

(

抄)

本
の
提
出
及

び
身
元
調
査
は
、
就
職
差
別
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
行
わ
な
い
よ
う
に
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
規
学
校
卒
業
者
の
採
用
に
当
た
っ

て
、
企
業
等
が
求
め
る
応
募
書
類
に
つ

い
て
は
、
中
学
卒
業
生
は

｢

職
業
相
談

票

(

乙)｣

、
高
等
学
校
卒
業
生
は

｢

全

国
高
等
学
校
統
一
応
募
書
類｣

を
使
用

し
、
大
学
卒
業
生
等
に
は

｢

新
規
大
学

等
卒
業
予
定
者
用
標
準
的
事
項
の
参
考

例｣

に
基
づ
い
た
も
の
、
ま
た
は
、

｢

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
の
様
式
例
に
基
づ
い
た

履
歴
書｣

(

具
体
的
に
は
県
下
各
公
共

職
業
安
定
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い)

の

活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
規
学
校
卒
業
者
以
外
の
、
一
般
の

採
用
選
考
に
お
い
て
は

｢

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格

の
様
式
例
に
基
づ
い
た
履
歴
書｣

を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

適
正
・
公
平
な
採
用
選
考
を
実
施
し
、

就
職
差
別
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
、

県
民
す
べ
て
の
課
題
で
す
。

各
機
関
、
団
体
、
企
業
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
適
正
な
採
用
選
考
の
実
施
に

つ
い
て
、
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
本
公
共
職
業
安
定
所

上
益
城
出
張
所

�
２
８
２－

０
０
７
７

水
洗
便
所
改
造
工
事
費
等
助
成

助

成

就
職
の
機
会
均
等
確
保
の
た
め

の
適
正
採
用
選
考
啓
発
月
間

月

間
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夜の税務相談

毎月第２・第４水曜日

午後６時～午後８時�月��日�月��日
町税務課員が対応します｡�237-2639 (直通)
滞納は許さない！

差押・捜索実施中

６・７月の実績

捜索件数 ４件

動産差押 118点

捜索時完納 ２点 1,008,000円

預金差押 ４件 554,435円

８月の納税 ９月の納税

町県民税 ②期
国民健康保険税 ④期
後期高齢者医療保険料 ④期
介護保険料 ④期

納期限日(口座振替日) 平成25年９月２日(月)

……………………………
……………………

……………
…………………………

固定資産 ③期
国民健康保険税 ⑤期
後期高齢者医療保険料 ⑤期
介護保険料 ⑤期

納期限日(口座振替日) 平成25年９月30日(月)

……………………………
……………………

……………
…………………………

※取扱金融機関…上益城農協､ 肥後銀行､ ゆうちょ銀行､ 熊本銀行､ 九州労働金庫､ 熊本第一信用金庫の各店舗｡

※領収は､ 通帳によりご確認下さい｡ “納税であなたが築く豊かな郷土”

○条例改正の趣旨
インターネット上に､ 有害な情報が流通して､ 少年が

犯罪に巻き込まれる事件が発生するなどしており､ その
害悪から少年を保護するため､ 条例を改正し､ 保護者や
携帯電話事業者に実効ある取り組みを求めるなどして社
会全体で少年の健全育成を図ろうとするものです｡

(平成25年３月公布､ 平成25年10月施行)

○主な改正の内容
●携帯電話事業者の義務等
○説明義務等
・契約時におけるフィルタリングサービス内
容等の説明及び説明書の交付義務

・スマートフォンの無線LAN接続に関する説
明に努める義務

○書面の保存義務
保護者から提出されたフィルタリングを利
用しない旨の書面の保存義務

●保護者の義務等
○インターネット利用環境の整備
フィルタリングサービスの利用等により､ 少年が有害情
報を閲覧しないように努める義務

○フィルタリングを利用しない場合の書面提出義務
●県の取り組み
○違反業者への勧告､ 勧告に従わない場合の公表

���������������������
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人
権
問
題
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に

[その257]

日本固有の人権問題である同和問題は､ 封建社会の政治や経済の仕組みの中で､ 人為的に

つくりあげられた身分制度に基づく差別に由来するもので､ ｢同和地区｣ ｢被差別部落｣ など

と呼ばれる特定の地域の出身であることや､ そこに住んでいることを理由に､ 日本国憲法で

保障されている基本的人権を侵害されるという重大な人権問題です｡

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は

｢

人
権｣

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

｢

あ
る
日
の
出
来
事｣

を
通
し
て

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
長
い
間
隔
離
さ
れ
、
差
別
さ
れ

た
人
々
の
苦
し
み

[

あ
る
日
の
出
来
事]

『

テ
レ
ビ
を
見
て
い
て』

こ
の
前
、
テ
レ
ビ
で
ハ
ン
セ
ン

病
に
つ
い
て
の
番
組
が
放
送
さ
れ

て
い
た
。
僕
は
そ
こ
で
、
ハ
ン
セ

ン
病
と
い
う
病
気
を
理
由
に
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
無
理
や
り
療

養
所
に
入
所
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
ハ
ン
セ

ン
病
っ
て
そ
ん
な
に
恐
ろ
し
い
病

気
な
の
か
な
。
そ
う
思
っ
て
、
僕

は
お
父
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

｢

お
父
さ
ん
、
ハ
ン
セ
ン
病
っ
て

人
に
う
つ
り
や
す
い
怖
い
病
気
だ
っ

た
の
？｣

｢

そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。

感
染
力
は
弱
い
し
、
ず
い
ぶ
ん
昔

に
薬
も
で
き
て
い
た
ん
だ
よ
。
で

も
、
一
度
入
所
し
た
患
者
さ
ん
は
、

二
度
と
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
ん
だ
よ
。｣

療
養
所
で
隔

離
さ
れ
る
必
要
は
な
い
病
気
な
の

に
、
家
族
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
し

ま
っ
た
人
た
ち
の
気
持
ち
は
、
一

体
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

も
し
僕
が
、
大
好
き
な
人
と
一
緒

に
暮
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

と
考
え
る
と
、
と
て
も
悲
し
く
、

つ
ら
い
気
分
に
な
っ
た
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

国
は
、
明
治
以
降
長
い
間
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
を
療
養
所
に
強
制

隔
離
す
る
な
ど
誤
っ
た
政
策
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

｢

国
が
法
律
ま
で
つ
く
っ
て
隔
離

す
る
の
だ
か
ら
、
ハ
ン
セ
ン
病
は

感
染
し
や
す
い
怖
い
病
気｣

と
い

う
偏
見
を
助
長
し
、
患
者
だ
け
で

は
な
く
そ
の
家
族
も
結
婚
や
就
職
、

近
所
付
き
合
い
を
拒
ま
れ
る
な
ど
、

社
会
か
ら
厳
し
い
差
別
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
、

本
名
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
許
さ
れ
な

い
、
と
い
っ
た
患
者
さ
ん
が
長
い

間
強
い
ら
れ
て
き
た
苦
し
み
を
皆

さ
ん
は
想
像
で
き
ま
す
か
？

(

熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り)

暮
ら
し
と
人
権
シ
リ
ー
ズ
⑧

｢

ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
人
権｣��������������������������

｢同和問題は､ 日本社会の歴史的発展の過程において形成された身分階層構造に基づく差別により､ 日

本国民の一部の集団が経済的・社会的・文化的に低位の状態におかれ､ 現代社会においても､ なおいちじ

るしく基本的人権を侵害され､ とくに､ 近代社会の原理として何人にも保障されている市民的権利と自由

を完全に保障されていないという､ もっとも深刻にして重大な社会問題である｡｣

(昭和40(1965)年 同和対策審議会答申より)

｢同和｣ という言葉は､ 昭和天皇即位の際の詔勅の中に出てくる ｢人心惟レ同シク民風惟レ和シ｣ から

生まれ､ その意味は､ 家柄､ 血筋あるいは､ 社会的身分の別なく､ 国民は等しく､ 慈しみあわねばならな

いという発想に基づくものといわれています｡

昭和16 (1941) 年に､ 内務省の外郭団体としての中央融和事業協会が ｢同和奉公会｣ と名称を改めてか

ら､ ｢同和｣ という表現が用いられるようになり､ 戦後になって､ 同和地区､ 同和対策事業､ 同和教育な

ど､ 行政上の公的な用語として使用されています｡

なお､ ｢同和｣ という言葉は ｢同和問題｣､ ｢同和教育｣ など複合語として使用しますが､ ｢同和｣ の人な

ど単独で使用することは､ 過去に差別的な使われ方をしたことがあるため､ 不適切です｡

熊本県人権啓発資料より

������������
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嘉島町食生活改善推進員協議会

｢くまもと食で育む命･絆･夢プラン｣に沿って������������������� �������� ������� ����� ��������� ������ ����� ������� ����� ������� ������ ������� ������ ������� ��������� ������� ����� ����
���������

��������������������������

����������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

食中毒予防の３原則は
食中毒菌を ｢①つけない､ ②増やさない､ ③やっつける｣ です｡����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������������������������������������������������
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������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������� �������� ������������������������������������������������������������������������������ ������������������������������������������������������������ ������������������������������������������������������������������������������
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(

無
料
商
法)
タ
ダ
よ
り
高
い
も
の
は
な
し
！

見守り新鮮
情報８月号

頭
痛
な
ど
が
よ
く
み
ら
れ
る
徴
候

で
す
。
発
汗
時
、
水
や
お
茶
を
大

量
に
飲
む
と
血
液
が
薄
ま
り
、
血

液
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
濃
度
が
低
下

す
る
こ
と
で
筋
肉
の
け
い
れ
ん
も

起
き
ま
す
。
重
症
化
す
る
と
、
体

温
上
昇

(

38
度
以
上)

、
意
識
障

害

(

意
味
不
明
の
言
葉
や
意
識
喪

失)

、
ふ
ら
ふ
ら
と
倒
れ
込
む
な

ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
こ
う
な
っ

た
ら
急
い
で
救
急
医
療
機
関
に
搬

送
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇
現
場
で
の
対
処
法

運
動
や
作
業
を
す
ぐ
に
中
止
さ

せ
、
涼
し
い
木
陰
や
冷
房
が
効
い

た
室
内
に
移
し
ま
す
。
さ
ら
に
薄

着
に
し
て
汗
が
蒸
発
し
や
す
い
状

態
に
し
ま
す
。
扇
風
機
や
う
ち
わ

で
風
を
送
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

軽
症
で
意
識
が
し
っ
か
り
し
て
い

れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
な
ど
で
少

し
ず
つ
水
分
と
塩
分
を
補
給
さ
せ
、

安
静
に
し
て
い
る
こ
と
で
回
復
し

ま
す
。

こ
れ
ら
の
処
置
を
し
て
も
症
状

が
悪
化
す
る
と
き
や
、
高
体
温
、

意
識
障
害
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
要
請
し
、
同
時

に
全
力
で
体
の
冷
却
に
努
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
衣
服
を
脱
が
せ
、

脇
の
下
や
首
、
太
も
も
の
付
け
根

な
ど
大
き
な
静
脈
が
走
っ
て
い
る

と
こ
ろ
を
保
冷
剤
な
ど
で
冷
や
し
、

ま
た
全
身
に
水
を
か
け
、
風
を
送
っ

て
水
を
蒸
発
さ
せ
る
な
ど
し
な
が

ら
救
急
車
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

◇
熱
中
症
の
予
防

水
を
飲
ん
で
い
れ
ば
熱
中
症
に

は
な
ら
な
い
、
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。
そ
れ
は
間
違
い
で
、
高
温

多
湿
な
環
境
で
運
動
す
る
こ
と
が

直
接
の
原
因
な
の
で
す
。
危
険
な

日
は
運
動
を
中
止
す
る
、
運
動
時

間
を
短
縮
す
る
、
飲
水
休
憩
を
ひ

ん
ぱ
ん
に
と
る
な
ど
の
配
慮
が
予

防
の
第
一
歩
で
す
。
日
本
体
育
協

会
に
よ
る
指
針
は

｢

気
温
が
35
度

を
超
え
た
ら
運
動
は
原
則
中
止
、

31
〜
35
度
は
厳
重
警
戒｣

で
す
。

水
分
摂
取
は
喉
が
か
わ
い
て
か
ら

で
は
遅
い
の
で
、
発
汗
の
多
い
運

動
時
は
20
〜
30
分
ご
と
に
２
０
０

�
程
度
の
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を
定
期

的
に
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
宅
で
熱
中
症
に
か
か
る
高
齢

者
が
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
エ
ア
コ
ン
使
用
を

控
え
た
こ
と
が
原
因
の
よ
う
で
す
。

節
電
対
策
も
必
要
で
す
が
、
予
防

の
た
め
に
は
適
切
な
温
度
管
理
が

必
要
で
す
。
と
く
に
高
齢
者
は
、

喉
の
か
わ
き
を
覚
え
た
と
き
に
は

脱
水
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
定
期
的
に
水
分
を
取
る

な
ど
の
工
夫
が
大
事
で
す
。

(

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

｢

く
ら
し
の
豆
知
識｣

よ
り)

��������人
間
の
体
に
は
、
環
境
温
度
が

変
化
し
て
も
体
温
を
一
定
範
囲
に

保
つ
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
体
を
冷
や
す
し

く
み
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
る
と

熱
中
症
が
発
症
し
ま
す
。

体
を
冷
や
す
し
く
み
は
複
数
あ

り
ま
す
が
、
中
で
も
重
要
な
の
が

｢

汗
の
蒸
発｣

で
す
。
液
体
が
気

体
に
変
わ
る
と
き
、
気
化
熱
を
奪

い
ま
す
。
汗
が
蒸
発
す
る
と
き
も

同
じ
よ
う
に
気
化
熱
が
奪
わ
れ
、

体
が
冷
却
さ
れ
る
の
で
す
。
水
分

の
摂
取
が
不
十
分
で
脱
水
状
態
に

な
り
汗
が
出
な
か
っ
た
り
、
高
温

多
湿
な
環
境

(

体
育
館
や
風
通
し

の
悪
い
部
屋
な
ど)

で
汗
が
う
ま

く
蒸
発
し
な
く
な
っ
た
り
す
る
と
、

熱
中
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。

◇
熱
中
症
の
症
状

初
期
症
状
と
し
て
は
、
喉
の
か

わ
き
、
頭
が
ボ
ー
ッ
と
す
る

(

ひ

ど
い
と
き
は
失
神)

、
脱
力
感
、

〜

｢

無
料
だ
か
ら
の
つ
も
り
が
、

次
か
ら
次
へ
と
…｣

〜

手
口
は
、
無
料
体
験
や
景
品
を

エ
サ
に
し
て
呼
び
寄
せ
、
高
額
な

化
粧
品
や
エ
ス
テ
の
契
約
を
迫
り

ま
す
。
閉
鎖
的
な
会
場
へ
呼
び
込

み
、
格
安
の
商
品
販
売
で
会
場
内

を
盛
り
上
げ
、
最
終
的
に
は
高
額

な
商
品
を
売
り
つ
け
る
手
口

(

催

眠
商
法)

も
あ
り
ま
す
。

《
相
談
事
例
》

○

『

無
料
体
験
エ
ス
テ
の
チ
ラ
シ

を
路
上
で
配
っ
て
い
た
の
で
、
試

し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
エ
ス
テ

が
終
わ
る
と

｢

今
だ
け
お
得
な
化

粧
品
が
あ
る｣

と
熱
心
に
勧
誘
さ

れ
、
つ
い
つ
い
化
粧
品
購
入
の
契

約
を
し
て
し
ま
っ
て
…
。』

○

『

化
粧
品
の
無
料
体
験
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
送
ら
れ
て
き
た
の
で
、

無
料
試
供
品
を
電
話
で
申
し
込
ん

だ
。
そ
の
後
、｢

今
お
申
し
込
み

の
方
に
は
特
別
会
員
割
引
で
話
題

の
化
粧
品
を
お
届
け
で
き
る
。｣

と
熱
心
に
勧
誘
さ
れ
、
結
局
断
れ

ず
、
次
か
ら
次
へ
と
…
。』

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

○

｢

無
料
で｣

の
言
葉
は
疑
っ
て

か
か
り
、
慎
重
な
行
動
を
！

○

｢

今
だ
け｣

｢

あ
な
た
だ
け
特

別｣

と
契
約
を
急
が
せ
る
の
は
悪

質
商
法
に
多
い
手
口
の
一
つ

○
街
中
で
見
知
ら
ぬ
人
が
声
を
か

け
て
き
た
り
、
複
数
人
で
勧
誘
し

て
き
た
ら
警
戒
を
！

○
エ
ス
テ
な
ど
の
特
定
継
続
的
役

務
提
供
の
契
約
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
も
中
途
解
約

で
き
る
。

○
不
安
や
疑
問
に
思
っ
た
ら
、
上

益
城
４
町
消
費
生
活
相
談
室
へ
。

広
域
消
費
生
活
相
談
室
開
設
日
時

火
曜
日
…
御
船
町

�
２
８
２
‐
１
１
１
１

水
曜
日
…
嘉
島
町

�
２
３
７
‐
１
１
１
２

木
曜
日
…
甲
佐
町

�
２
３
４
‐
３
２
２
３

金
曜
日
…
山
都
町

�
０
９
６
７
‐
７
２
‐
３
１
３
３

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。
毎

月
２
回
無
料
法
律
相
談
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

� � � � � � � � � � ������� �������������
���

�
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７月の３連休に宮崎を訪ねました｡ これで､ 沖

縄をのぞいて九州にある県を全部行ったことにな

ります！宮崎のALT達は ｢アメージング・レース｣

というイベントを立ちあげて､ 他の県に住んでい

るALT達を招待しました｡ 熊本県と福岡県と島原

から９人行くことにしました｡

レースは日曜日にあったのですが､ 私たちは１

日早めに行って､ 土曜日はきれいな青島ビーチで

過ごしました｡ 絶好の天気とヤシの木は､ ハワイ

にいるような気持ちでした！一日中泳いだり日光

浴をしたりしました｡ ビーチで遊んでいる子ども

達が英語で話しかけてくれました｡ そしてみんな

で一緒にフリスビーをしました｡ 晩ご飯を食べに

行く時､ トマトラーメン屋を探して少し道に迷い

ました｡ トマトラーメンを聞いたことがあります

か｡ 聞いた話によるとそれが宮崎の名物だという

ことですが､ 本当かどうかは分かりません！やっ

とお店を見つけて食べましたが､ ラーメンはとて

もおいしかったです｡

翌日アメージング・レースが行われました｡ 宮

崎市のあちこちでの謎解きカードを探して､ 一番

早いチームが優勝します｡ それはいろいろなチャ

レンジを含みました｡ 例えばダンスチャレンジや

二人三脚のレースや日本語での謎解きなどです､

そしてチームメイトはスプーン１杯のわさびを食

べなければなりませんでした！順番に謎を解いて

進みます｡ 本当に暑くて汗をたくさんかきました

が楽しかったです｡ 自分のチームはそんなに早く

なかったのですがポイントが多かったことで賞品

として宮崎のマンゴービスケットをゲットしました！

それからご飯を食べに行きましたが､ ビールが

最高でした！

宮 崎

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������“�����������”���������� �������� ������������� ���� ������������ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ ������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������“�����������”�������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����������������



広報かしま������

― 22 ―

清� 富子さん
(上仲間)

���� ���
��������������������������������
���������������������������
����������������������������
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�������������������������������

岩
永

洋
子
さ
ん

(

上
島)

富岡 俊子さん
(鯰)



広報かしま ������

― 23 ―

サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場
が
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
竣
工
以
前
か
ら
の
歳
月
を
振
り
返

る
と
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

進
出
協
定
締
結
は
１
９
８
８
年
。
福
岡
や
佐

賀
、
さ
ら
に
県
内
他
市
町
と
激
し
い
誘
致
合
戦

を
展
開
し
た
の
は
町
長
就
任
早
々
の
こ
ろ
で
し

た
。
在
京
の
郷
土
の
先
輩
に
も
協
力
を
仰
い
で

運
動
を
し
て
い
た
あ
る
日
、
当
時
の
細
川
知
事

か
ら｢

用
地
の
心
配
を
し
た
方
が
い
い
の
で
は｣

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、｢

嘉

島
に
決
ま
っ
た
な｣

と
確
信
し
ま
し
た
。

協
定
を
結
ん
で
も
、
全
国
で
５
千
万
、
九
州

で
５
百
万
、
県
内
で
50
万
ケ
ー
ス
売
れ
な
け
れ

ば
工
場
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
懸
命

に
サ
ン
ト
リ
ー
愛
飲
運
動
を
し
た
こ
と
も
思
い

出
し
ま
す
。
結
果
的
に
発
泡
酒
の
大
ヒ
ッ
ト
が

工
場
建
設
の
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
左
記
の
皆
様
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

｢

地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下
さ

い
。｣

と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

野
村

武
廣

様

(

犬
渕)

亡

テ
ル
子

様

大
澤

國�
様

(

北
甘
木)

亡

ハ
ル
コ

様

土
持
小
百
合

様

(

下
六
嘉)

亡

藤�
ヨ
シ
子

様

藤
瀬

宗
男

様

(

下
六
嘉)

亡

ツ
ル

様

池
島
テ
ル
子

様

(

上
島)

亡

岩
永
久
子

様

一

般

寄

付

大
倉

清
司

様

(

上
島)

ふ
る
さ
と
寄
附

神
奈
川
県
の
川
島
幸
之
輔
様

よ
り
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

平
成
25
年
７
月
19
日
現
在

１日 ・庁内常会

・悠優かしま来庁対応

２日 ・嘉島町民生委員推薦会

・ふるさと農地未来づくり協議会

３日 ・全国町村会正副会長会 ～４日

５日 ・九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会総会・

決起大会

８日 ・上益城消防署来庁対応

・自民党県連各種団体協議会からの要望に対する

回答対応

・上益城郡内社会を明るくする運動パレード激励

・熊本県農業信用基金協会来庁対応

・熊本県河川海岸防災協会来庁対応

・益城､ 嘉島､ 西原環境衛生施設組合臨時議会

９日 ・嘉島町青少年育成町民会議

・自民党熊本県連参議院選挙緊急総合選挙対策会議

10日 ・熊本県金融広報委員会総会

・上益城地域振興局主要事業説明会

・上益城郡町村会監査及び総会

・管内町長と上益城地域振興局幹部及び上益城教

育事務所長との意見交換会

11日 ・安倍総裁街頭遊説

・緑川の日交流会

12日 ・熊本県市町村研修協議会来庁対応

13日 ・参議院議員選挙候補者馬場せいし遊説

14日 ・第63回上益城郡民体育祭

16日 ・九州中央自動車道建設促進協議会総会

17日 ・くまもと売れる米づくり推進大会

18日 ・嘉島町社会を明るくする運動町内パレード

・嘉島町老人クラブ連合会幹部研修会

・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁対応

・緑川改修期成会総会

・嘉島町ＰＴＡ連絡協議会１学期末定例会

19日 ・エントリーかしま１周年パーティー

23日 ・上益城郡消防郡大会打合せ

・第２回熊本中央広域事務協議会

・イオンモール熊本来庁対応

・嘉島町地域農業再生協議会

・嘱託員会議

24日 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応

・全国町村会正副会長会 ～25日

25日 ・サントリー九州熊本工場竣工10周年 ｢感謝の会｣

26日 ・地籍調査推進委員に係る業務説明会

・熊本県土地改良事業団体連合会理事会

27日 ・上益城郡消防大会

29日 ・緑川改修期成会要望活動

30日 ・九州治水期成同盟連合会要望活動

31日 ・熊本県後期高齢者医療広域連合全員協議会及び

臨時会

町長の動き
７月の

善

意

の

輪

荒木町長談

サントリー九州熊本工場10周年 ｢感謝の会｣ で､
サントリーホールディングスの鳥井副社長 (右) たちと｡
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わ
が
町
の
夏
の
風
物
詩

『

水
の

郷
ま
つ
り』

も
賑
わ
い
を
み
せ
ま

し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
花

火
も
浮
島
の
湖
面
か
ら
緑
川
の
水

流
に
花
開
か
せ
る
場
所
を
移
し
８

年
が
経
ち
ま
す
が
、
水
辺
に
映
る

華
や
か
さ
は
相
変
わ
ら
ず
。
少
し

だ
け
涼
め
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

が
、
暑
い
日
は
ま
だ
続
き
ま
す
。

体
調
を
整
え
、
夏
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。

(

係)

８月11日(日) さかた耳鼻咽喉科医院 (嘉島町)�237-4133
８月18日(日) よしむら内科循環器科医院 (嘉島町)�235-7773
８月25日(日) からしま小児科医院 (嘉島町)�235-6333
９月１日(日) 田上皮ふ科クリニック (御船町)�281-1112

古閑整形外科胃腸科医院 (御船町)�284-2010
９月８日(日) 山地外科胃腸科医院 (嘉島町)�237-0003
９月15日(日) 笹原外科胃腸科医院 (御船町)�282-0070
９月16日(月・祭) のぐち皮ふ科医院 (嘉島町)�237-4112������������������������� ������ ������ ����������� ���������� ����������� �����

��������������������������
ご両親：上田 修義さん・美幸さん(三郎無田)

�� ��������������������������������������������
ご両親：小谷 英史さん・由貴美さん(上仲間)
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広報係では ｢すくすく笑顔｣ 掲載希望者を募集しています｡ 総務課広報係に写真を持参いただくか､ メール (嘉島町
ホームページ ｢町からのお知らせ｣ → ｢募集案内｣ → ｢すくすく笑顔掲載希望者募集｣ 参照) で申し込んでください｡


